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2-1

前に
定値
て、初めてコンピューター
ーは、ディスプレイの性能
す。最適な性能を実現する
使用のディスプレイの種類
。Windows 98 では、リフ
、色数、表示文字のサイズ

に接続していない場合は、
ップ手順に従って、接続し
プレイ情報および構成設定
属のマニュアルを参照して

2

IBM A
わり、
とにな
ために
カーか
はプリ
きます

本章に
上で役

•「デ

•「音

•「印

•「通

•「イ
Aptiva をご使用になる
ptiva パーソナル・コンピューターのセットアップが終
初めて電源を入れたら、Aptivaを使う準備ができたこ
りますが、より快適に、最適な性能でお使いいただく
は、Aptivaを使い始める前にディスプレイやスピー
らの音量の調節が必要な場合があります。また Aptiva
ンターやインターネットなどの他のシステムに接続で
。

は、以下の節があり、これらの調整および接続を行う
に立ちます。

ィスプレイ設定値」(2-1 ページ ) 

量の制御」(2-5 ページ ) 

刷の準備」(2-6 ページ ) 

信機能の起動」(2-7 ページ ) 

ンターネットに接続するためには」(2-9 ページ ) 

ディスプレイ設
システムにディスプレイを接続し
の電源を入れると、コンピュータ
に合った設定を自動的に選択しま
ために、これらの設定の一部をご
に応じて変更することができます
レッシュ・レート、画面の解像度
を変更することができます。

ディスプレイをまだシステム装置
セットアップ・ガイドのセットア
てください。モデル特有のディス
値については、ディスプレイに付
ください。



ディスプレイを最適な状態で 省電力機能

ディスプレイに省電力
れています。この機能
S) と呼ばれることがあ
定した時間を過ぎても
続いた場合にディスプ
ます。画面を元どおり
 shift キーを押すか、ま

いる場合には、
」でディスプレイの省電
の機能の使用手順につ
(3-3 ページ ) の節を参
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使うには

次のガイドラインに従って、ディスプレイを最適な状態に設
定してください。

• ディスプレイは、他のディスプレイ、シールドなしのス
ピーカー、電源コードなど、磁気障害の原因となるものか
ら離して配置してください。 

• ディスプレイの画面は、研磨剤を含んでいない画面クリー
ナーまたはガラス・クリーナーを使用してきれいにふいて
ください。画面にクリーナーを直接スプレーしないでくだ
さい。

• 条件によっては、影のある曲線などの干渉パターンが発生
することがあります。このようなパターンが画面に出る場
合は、ソフトウェア・プログラムの背景色または設定を変
更してください。

• ディスプレイの寿命を長くするために、毎日の作業終了時
にはディスプレイの電源を切ってください。

• ソフトウェア・プログラムに添付のマニュアルを参照し
て、解像度とカラーの組み合わせを選択できるかどうかを
調べてください。組み合わせによっては、画面の表示状態
をさらに快適にできる場合があります。

ディスプレイのマニュアルには、その
機能が備わっているかどうかが記載さ
は、ディスプレイ電源管理信号 (DPM
ります。DPMS が備わっていると、設
コンピューターが使用されない状態が
レイの画面になにも表示されなくなり
に表示するためには、キーボード上の
たはマウスを動かしてください。

ディスプレイに省電力機能が備わって
Windows 98 の「コントロール パネル
力機能を設定することができます。こ
いては、「ディスプレイのスタンバイ」
照してください。
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ドウで、「設定設定設定設定」タブをク

「設定」タブで、表示特性
には、たとえば、次のもの

定できるようにします。

に表示される文字のサイズ

、デフォルトの設定値を使用
よっては大きなフォントを扱
ものがあるためです。

にします。解像度設定値は、
決めるものです。解像度設定
のイメージは小さく表示され
ディスプレイ設定値の変更

コンピューターの電源を初めて入れると、そのディスプレイ
の共通設定値が自動的に選択されます。ディスプレイがディ
スプレイ・データ・チャネル (DDC) をサポートしている場合、
コンピューターは、ディスプレイがサポートできる最良のリ
フレッシュレートを自動的に選択します。リフレッシュレー
トとは、画面イメージが画面上で描かれる速度を決めるもの
です。この設定値は変更できます。

DDC をサポートしていないディスプレイでも、ディスプレイ
のリフレッシュレート設定値を変更できます。どのディスプ
レイの場合も、1 つまたは複数の設定が可能です。

表示特性の設定

Windows 98 では、画面解像度、色数、リフレッシュレート、
および表示される文字のサイズなどの表示オプションを変更
をすることができます。

表示特性の選択でヘルプが必要な場合は、「画面のプロパ
ティ」ウィンドウという区域を強調表示し、F1 キーを押して、
選択したトピックに関する説明をお読みください。

表示特性を設定する場合は、次のように行います。

1. デスクトップの「マイマイマイマイ コンピュータコンピュータコンピュータコンピュータ」アイコンをダブル
クリックします。

2.「マイ コンピュータ」ウィンドウで、「コントロールコントロールコントロールコントロール パネパネパネパネ
ルルルル」フォルダーをダブルクリックします。

3.「コントロール パネル」ウィンドウで、「画面画面画面画面」アイコン
をダブルクリックします。

4.「画面のプロパティ」ウィン
リックします。

「画面のプロパティ」ウィンドウの
を設定できます。設定できる特性
があります。

• 色

画面に表示できる色の数を指

• フォント・サイズ

「詳細」ボタンを押すと、画面
を指定できます。 

フォント・サイズには、通常
してください。プログラムに
うような設計になっていない

• 画面の領域

画面解像度を指定できるよう
画面に表示できる情報の量を
の数値が大きいほど、画面上
ます。



画面の領域について選択できる値 (解像度 ) と色は、 表示特性を選択する場合のヒント

いる設定値のなかから、
ください。最高の解像
あるとは限りません。

セル (画素 ) 数が多くな
ストとグラフィックスが
つ 1 つの表示は小さくな

ほとんどのソフトウェ
ます。用途に合った色数

快適に作業を行える設定

ント・サイズを変更でき
きいサイズのフォントを
す。大きいフォントを使
ついたりして表示される
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次のものにより制限されます。

• ディスプレイの最大水平周波数および垂直周波
数。

• コンピューターのシステム・ボード上で使用可能
なビデオ・メモリーの量。

システム・メモリーのうち 4 MB が、ビデオ・メモ
リー用に当てられています。

「画面のプロパティ」ウィンドウの「背景」、「デザイ
ン」タブで、デスクトップの色、模様、ウィンドウの
色などの設定をすることもできます。

ご使用のディスプレイがサポートして
もっとも作業しやすいものを選択して
度やカラー設定値が、必ずしも最良で
たとえば、

• 解像度が高いと、表示されるピク
ります。これは、より多くのテキ
表示できるということですが、1 
ります。 

• 色数に大きい数値を選択すると、
ア・プログラムは速度が遅くなり
を選択してください。

• 各種の設定値を試して、もっとも
値を決めてください。

• ディスプレイの解像度によりフォ
ますが、プログラムによっては大
サポートしていないものがありま
用すると、文字が切れたり、くっ
ことがあります。
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調整

、「スタート」-「プログラ
イメント」-「ボリューム 
出力マスター」ウィンドウ
をお好みの値に設定するこ

調整

調節つまみがコンピューター
 CD-ROM ドライブに付いて

ューターの CD-ROM ドライブ
および調節つまみのうち、一部
ない場合があります。

Emergency Eject Hole

Stop/Eject

ク

停止 /イジェクト

緊急時イジェクト孔

ト

Windows のヘルプ機能を使用した、表示
特性の選択

Windows のヘルプにより、ディスプレイ設定値を選択する手
順が提供されます。表示特性を表示するには、次のステップ
に従ってください。

1. Windows 98 デスクトップから、「スタートスタートスタートスタート」ボタンをク
リックします。

2.「ヘルプヘルプヘルプヘルプ」をクリックします。

「Windows のヘルプ」 ウィンドウが表示されます。

3.「キーワードキーワードキーワードキーワード」タブをクリックします。

4. 最初のボックスに、全角カタカナで次のように入力しま
す。

モニタ

5. 2 番目のボックスに、ディスプレイに関連するタスクの
リストが自動的に表示されます。必要なタスクを選択し
て、「表示表示表示表示」ボタンをクリックすると、手順が表示されま
す。

音量の制御
スピーカーの音量の

Windows 98 デスクトップ上から
ム」-「アクセサリ」-「エンターテ
コントロール」と選択していき、「
上でスピーカーの音量、バランス
とができます。  

ヘッドホンの音量の

• ヘッドホン・ジャックと音量
のシステム装置の前面にある
います。

注注注注
お買い上げのコンピ
に、これらのランプ
のものしか付いてい

Headphone Jack

Volume Control

Busy Light

ヘッドホン・ジャッ

使用中ライ

音量調節つまみ



ヘッドホンのプラグを CD-ROM ドライブのヘッドホン・ 印刷の準備
Aptivaにプリンターを
ティング・システムに
ーを導入する必要があ
、ソフトウェアに対し
ルです。このファイル
ァイルを使用してテキ
識できる形式に変換し

ー用の多数のプリン
Windows 98 の中にご使
合は、プリンターに付
ご使用ください。

説明したWindows 98の
を表示するには、次の

「スタートスタートスタートスタート」ボタンをク

が表示されます。

ードードードード」タブをクリック

ナで次のように入力しま
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ジャックに差し込むと、CD-ROM ドライブの通常のオー
ディオ CD からの音だけが再生されます。ヘッドホンは、
コンピューターや、MIDI (Musical Instrument Digital 
Interface) キーボードなど、コンピューターに接続されて
いる他の外付け装置から生成される音は拾いません。

ヘッドホンのプラグをこのジャックに差し込んだ場合は、
CD-ROM ドライブの音量調節つまみを使用して、ヘッド
ホンの音量を調整してください。この音量調節つまみは、
ヘッドホンの音量は調整しますが、スピーカーの音量は調
整しません。 ヘッドホンを使用中にスピーカーの音量を下
げたい場合には、マルチメディア・ソフトウェア (「出力
マスター」) を使用して音量を下げてください。

• IBM Aptiva では、スピーカーのプラグを、システム装置の
背面にあるラインアウト・ジャックに差し込むことができ
ます。 

ヘッドホンのプラグをシステム装置の背面にあるジャック
に差し込んだ場合には、ヘッドホンは、コンピューター
や、 MIDI (musical) キーボードなど、コンピューターに接
続されている他の外付け装置から生成される音をすべて再
生します。ヘッドホンは、CD-ROM ドライブの CD から
の音も再生します。

セットアップ・ガイド の説明に従って
接続し終わったら、ご使用のオペレー
対応した正しいプリンター・ドライバ
ります。 プリンター・ドライバー とは
てプリンターの特性を記述したファイ
を導入すると、ソフトウェアがこのフ
ストやグラフィックをプリンターが認
ます。

Windows 98 には、一般的なプリンタ
ター・ドライバーが付属しています。
用のプリンター・ドライバーがない場
属しているプリンター・ドライバーを

プリンター・ドライバーの導入手順を
ヘルプがあります。導入に関する説明
手順に従ってください。

1. Windows 98 デスクトップから、
リックします。

2.「ヘルプヘルプヘルプヘルプ」をクリックします。

3.「Windows のヘルプ」ウィンドウ

4. ウィンドウの上部にある「キーワキーワキーワキーワ
します。

5. 最初のボックスに、全角カタカ
す。

プリンタ

注注注注
ヘッドホンのプラグをシステム装置の背面にある
ジャックに差し込んだ場合は Aptiva 上のマルチメ
ディア・ソフトウェアの音量調節つまみでヘッドホ
ンの音量を制御する必要があります。 CD-ROM ドラ
イブの音量調節つまみでヘッドホンの音量を制御す
ることはできません。

このジャックを使用しているときは、コンピュー
ターの電源をオンにしたときのビープ音など、ヘッ
ドホンを通じて聞こえない音がいくつかあります。
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きるようにするには、以下
を完了する必要があります。
6. 2 番目のボックスに、プリンターに関連するタスクのリ
ストが自動的に表示されます。「セットアップ」を選択
して、「表示表示表示表示」ボタンをクリックすると、手順が表示され
ます。  

7. 手順に従って、次の情報を選択する必要があります。

• ご使用のプリンターのメーカーおよびモデル。ご使用
のプリンターのメーカーまたはモデルがリストに記載
されていない場合は、プリンターに Windows 98 用の
ドライバーが入ったディスケットが添付されていない
か調べてください。添付されている場合は、そのディ
スケットの使用手順に従ってください。

プリンターによっては、リストに記載されているプリ
ンターのいずれかと同様に印刷できるようにするエ
ミュレーション・モードが備わっている場合がありま
す。プリンターに付属のマニュアルで、エミュレー
ション・モードに関する情報を探してください。エ
ミュレートできるプリンターのいずれかの名前を、リ
ストで選択してください。

• プリンターのデフォルトのポート。「LPT1: プリン
ター・ポート」オプションを選択してください。

通信機能の起動
コンピューターがモデムを使用で
の節に記載されている 2 つの手順

• 電話回線網へのモデムの接続

• 通信ソフトウェアの構成



電話回線網へのモデムの接続 モデムの動作中にコンピューターの電話回線の接続が中断さ
、通信を再開する必要
た場合は、ファックス
ルアップでネットワーク
と通信していた ) 場合に

構成

として使用できます。
するためには、ファッ
あります。

きるようにするソフト
節「インターネットに
してください。

しない場合でも、モデ
属のターミナル・プログ
の AT コマンドの入力に
マンド」の節を参照して
な場合は、B-1 ページの 
い。
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モデムは、公衆電話回線 を介して動作するよう設計されてい
ます。これは、ほとんどの家庭で一般的に使用されているア
ナログ電話回線です。モデムを接続する先は、アナログ電話
回線だけ にしてください。ご使用の電話回線についてよく分
からない場合は、電話会社に問い合わせてください。

モデムを電話網に接続する前に、「安全に正しくお使いいただ
くために」（特記事項 -x ページ）の節に記載されている注意事
項をお読みください。

モデムが動作中は、そのモデムが使用する電話回線を他の目
的に使用することはできません。コンピューターが使用して
いる回線上で割り込みが発生すると、コンピューターの通信
は停止されます。コンピューターが使用する回線上で受話器
は取らないでください。 電話サービスの キャッチホン・サー
ビスも使用不可にする必要があります。 キャッチホン・サービ
スを使用不可にする方法については、電話会社にお問い合せ
ください。 キャッチホン・サービスを一時的に中断できるよう
にする方法もあります。

れた場合には、電話を一度切ってから
があります。ファックスを送信中だっ
を再送信する必要があります。 ダイヤ
に接続していた (他のコンピューター
は、ダイヤルし直す必要があります。

通信ソフトウェアの

Aptiva は、システムをファックス装置
ファックス装置として動作するように
クス用ソフトウェアを購入する必要が

Aptiva には、インターネットに接続で
ウェアも標準装備されています。次の
接続するための Aptiva の構成」を参照

通信ソフトウェア・プログラムを使用
ムは使用できます。Windows 98 に付
ラムまたは Windows DOS ボックスで
ついては、B-3 ページの 「モデム・コ
ください。 モデムについて情報が必要
「モデムの機能」の節を参照してくださ

• 電話回線には、とくに雷雨のときなど、過度の
電圧が発生することがあります。感電のおそれ
がありますので、雷雨のときはコンピュー
ター・ケーブルとモデム・ケーブルの接続、切
り離しを行わないでください。

• 一部の会社、学校、建造物では、ディジタル構
内交換 (PBX) システムと呼ばれるディジタル
電話システムを使用しています。これらのシス
テムで、モデムを使用することはできません。
ディジタル電話モデムを接続しないでくださ
い。モデムや電話システムがに損傷することが
あります。

注意注意注意注意 !
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etwork

がインターネットに簡単に
オンライン・サービスです。
きるようになると、多種多
ることができます。他のオ
ール、ニュース・グループ 
サービスがあります。

トワークに接続してくださ

IBM インターネットインターネットインターネットインターネット」アイコ

表示されたら、「セットアッセットアッセットアッセットアッ
ップを開始してください。

ます。ヘルプが必要な場合
ライン・ヘルプを表示してく
インターネ

インターネットに接続するため
には

 最初に、コンピューターを電話回線網に接続して、通信ソフ
トウェアを構成する必要があります。この作業については、
「通信機能の起動」(2-7 ページ ) の節を参照してください。

IBM Global Network、マイクロソフト ネットワーク、または
その他のインターネット・サービス・プロバイダーを使用し
てインターネットに接続することができます。ご利用の際に
は、インターネット・サービス・プロバイダーおよび電話回
線の料金がかかります。

The IBM Global N

IBM Global Network は、ユーザー
アクセスできるようにする IBM の
Aptiva をインターネットに接続で
様なオンライン情報にアクセスす
ンライン・サービスには、電子メ
(BBS)、WWW、その他いろいろな

IBM Global Network を通じてネッ
い。

1. Windows 98 デスクトップの「デスクトップの「デスクトップの「デスクトップの「
ンをダブルクリックします。

2. IBM Global Network 画面が
ププププ」ボタンを押してセットア

3. 画面に表示される指示に従い
は、F1 キーを押して、オン
ださい。



The Microsoft Network 接続ウィザード

ットに接続するための
しています。この、
用すると、マイクロソ
サービス・プロバイ
セットアップすること

ステップに従ってくだ

「スタートスタートスタートスタート」ボタンをク

ムムムム」メニューまで移動
ニューまで移動します。

リックします。

収集する必要のある情報
テップが順に示されま
います。ヘルプが必要な
ン・ヘルプを表示してく
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Windows 98 プログラムを使用して、マイクロソフト ネット
ワークへのダイヤル呼び出し接続を構成することもできます。
マイクロソフト ネットワークのメンバーになりたい場合は、
次のステップに従ってください。

1. Windows 98 デスクトップから、「The Microsoft Network 
のセットアップのセットアップのセットアップのセットアップ 」アイコンをダブルクリックします。

このアイコンがデスクトップに表示されていない場合に
は、「スタートスタートスタートスタート」をクリックしてから、「プログラムプログラムプログラムプログラム」をク
リックします。プログラムのリストから、「オンライン 
サービス」-「The Microsoft Network」を選択してくださ
い。

2. 画面に表示される指示に従います。ヘルプが必要な場合
は、F1 キーを押して、オンライン・ヘルプを表示してく
ださい。

お買い上げの Aptiva には、インターネ
ステップを説明したプログラムが付属
ウィザードと呼ばれるプログラムを使
フト ネットワークまたはその他任意の
ダーを使用したインターネット接続を
ができます。

接続ウィザードを使用するには、次の
さい。

1. Windows 98 デスクトップから、
リックします。

2. マウス・ポインターを「プログラプログラプログラプログラ
し、次に「Internet Explorer 」メ

3.「接続ウィザード接続ウィザード接続ウィザード接続ウィザード」オプションをク

ウィザードでは、接続のために
がリストされ、接続に必要なス
す。画面に表示される指示に従
場合は、F1 を押して、オンライ
ださい。
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技術情報
部には、コンピューターのハードウェアをアップグレー
場合に必要な技術情報が記載してあります。ここには、
章があります。

付録付録付録付録 A : 仕様表」仕様表」仕様表」仕様表」(A-1 ページページページページ )

の付録には、特定のメモリー、アドレス、割り込み、
ャネル、およびポートの仕様が記載してあります。ま
、システム・ボード・コネクターとそれぞれの対応する
能のリストも記載されています。

録録録録 B : モデム情報」モデム情報」モデム情報」モデム情報」(B-1 ページページページページ )

の付録には、DOS コマンド行からモデムを操作するこ
に決めた場合に使用できる AT コマンド・セット情報を
め、モデムに関する説明情報が記載してあります。

録録録録 C : ディスプレイ用語」ディスプレイ用語」ディスプレイ用語」ディスプレイ用語」(C-1 ページページページページ )

の付録では、モニター特性を説明するのに一般的に使用
れる用語をいくつか定義しています。
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	エラー・コードおよびエラー・メッセージ
	表 4: エラー・コードおよびエラー・メッセージ(続き)
	161
	1. セットアップでデフォルト設定をロードして、システムを リブートします。

	162
	1. 装置 (ディスケット・ドライブ、ハード・ディスク・ドラ イブ、キーボード、マウスなど) が正
	2. セットアップでデフォルト設定値をロードします。
	3. CMOS 電池を交換します。

	164
	1. 最後にブートされた後でメモリーが追加または除去されて いないか確認します。

	201
	1. メモリー・モジュールが DIMM ソケットに正しく挿入され ていることを確認してから、システ
	2. メモリー・モジュールを交換します。

	301
	1. キーボード・ケーブルが正しく接続されており、BIOS セッ トアップで正しく定義されているこ
	2. ステップ 1 の処置を取ってもまだエラーが表示される場合 は、キーボードを交換してください。

	662
	1. フロッピー・サブシステムをリセットできない。デフォル トのセットアップ設定値をロードします。

	662
	1. フロッピー・タイプが一致しない。BIOS 設定値を検査しま す。

	1701
	1. ハード・ディスクが BIOS セットアップで正しく定義され ているか判別します。
	2. ハード・ディスク・ケーブルおよびその接続を検査します。
	3. ハード・ディスク・ドライブを検査します。

	1762
	1. BIOS セットアップの Startup Options の System Boot Dri
	2. セットアップでデフォルト設定値をロードします。
	3. システム・ディスケットをディスケット・ドライブに挿入 して、システムをリブートします。
	4. BIOS セットアップでのディスケット・ドライブ構成設定値 が正しいことを確認します。
	5. ハード・ディスク・ドライブに通電しているか検査します。
	6. ディスケット・ドライブを検査します。

	1780
	1. セットアップでデフォルト設定値をロードします。
	2. IDE ドライブ・ジャンパーを検査します。
	3. IDE ドライブに通電しているか検査します。
	4. IDE ケーブルおよびその接続を検査します。
	5. IDE ドライブを検査します。

	1781
	1. セットアップでデフォルト設定値をロードします。
	2. IDE ドライブ・ジャンパーを検査します。
	3. IDE ドライブに通電しているか検査します。
	4. IDE ケーブルおよびその接続を検査します。
	5. IDE ドライブを検査します。

	1782
	1. セットアップでデフォルト設定値をロードします。
	2. IDE ドライブ・ジャンパーを検査します。
	3. IDE ドライブに通電しているか検査します。
	4. IDE ケーブルおよびその接続を検査します。
	5. IDE ドライブを検査します。

	1783
	1. セットアップでデフォルト設定値をロードします。
	2. IDE ドライブ・ジャンパーを検査します。
	3. IDE ドライブに通電しているか検査します。
	4. IDE ケーブルおよびその接続を検査します。
	5. IDE ドライブを検査します。

	8602
	1. マウスが正しく接続されており、BIOS セットアップで正し く定義されていることを確認します


	出荷時にインストールされたプログラムおよびファイルの回復
	出荷時にインストール済みのシステム・ファイルおよびプロ グラム・ファイルを回復するには、以下の手順
	1. コンピューターの電源が入っていることを確認します。
	2. Aptiva Product Recovery CD-ROMを CD‑ROM ドライブ に挿
	3. システムの電源を切ります。
	4. 15 秒待ちます。
	5. ディスプレイとコンピューターの電源を入れます。
	6. 画面の指示に従います。
	7. Aptiva ソフトウェアを再インストールした後で、ユー ザーの個人的な構成ファイルやデータ
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